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ラボナール静脈内麻酔により，と丘吻側端で両側去脳した成猫の骨盤神経を，双極電極を用ひて， 2 "-' 






45 匹の猫を用い， 21匹で 56 の誘発電位を記録したっその中組織学的に記録部位を催認、し得たものは 41
点である口
必要とした刺激電圧は動物により異るが，多くは 5"-'10V で最大の記録が得られたっ
誘発電位は， wave に spike の重った形が大多数を占め， spike のみ，または wave のみのものが少数記
録された。
一般に spike は 40"-'250μv. の positive ー相性で， negative-positive 二相性を示すものは僅かであったo
spike 数は一発刺激でも単~ spike，不規則な spike の複合，あるいは 1"-'3 msec. 間隔の規則的な spike
train 等を示した o spike train のあるものは多発刺激により spike 数の増加を認めたが，刺激数との問に
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一対ーの対応は認められなかった。
wave として記録されたものもほとんどが positive で 10'""'20 msec. の持続を示したう
潜時は 9'"'-'23 msec. に分散し，一般に spike が wave と重る時は， spike は waveの peak.に相当して現れ，
従ってその潜時は数 msec 遅れるのを常とした。かくのごとく 14 msec. にもおよぶ潜時の分散は，誘発電










先に山本は猫において Barrington の所謂後脳排尿中枢を損傷して続発する変性を Marchi 法で追跡し，










2. 乙れらの記録は延髄より発し，中脳において Forel の被韮束に合流する J庁睦門職矢口党伝導略から得ら
れたものと推定されるの
論文の審査結果の要旨
骨盤内臓知覚が仙髄延髄路並びに骨盤迷走神経を上行して延髄の排尿中枢に伝達されることは既に解剖
学的並ぴに生理学的に明らかにされたっ池田ほ骨盤内臓知覚の延髄以上における求心経路を追求するため，
猫の骨盤神経切載中枢端を電気刺激して，橋脳並びに延髄において誘発電位を記録し，得られた誘発電位
の生理学的特性および，記録点の解剖学的位置に綿密な考慮を下して，延髄において巾継された骨盤内臓
知覚伝導路が，脳幹網様識の多ジナプス系と関連しつつ上行し，中脳において Forel の被蓋束中に合流す
るものと結論した。
この研究は骨盤内臓知覚伝導路，ひいては排尿機構の中枢性統制に関する研究に寄りするところ少なか
らぬものと考える。
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